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基本解説 

1  見学者ホール３ 大型映像装置と映像 

2  
コーナー毎に 
説明グラフィック 

見学ポイント全10ヶ所に説明グラフィック 
 ①中央制御室 ②プラットホーム&可燃ごみピット 
 ③ガスコージェネレーション ④焼却炉室 
 ⑤蒸気タービン発電機室 ⑥蒸気復水器 ⑦灰選別室  
 ⑧灰ピット＆灰クレーン操作室 
 ⑨不燃・粗大ごみ選別機 ⑩不燃・粗大ごみピット 
※解説補助グラフィック２ヶ所 
 ・焼却炉室（エコノマイザが見える窓）・予備バケット見学窓  

3  Pepper＆タブレット 
Pepperによる対話＆解説システムを導入。 
校外学習及び個人見学者向けにタブレットによる解説も実施。 

コーナー別 
展示 

4  見学者ホール１ コミュニティボードを設置、タッチ型映像で歴史やお知らせを紹介  

5  見学者ホール２ エネルギーを解説するエネルギーパネルを配置。 

6  中央制御室 
ガラススクリーンにて排ガス測定値などを表示予定 

  

7  焼却炉室 
炉室内部を体験型の映像で解説 

  

8  蒸気タービン発電機 蒸気タービン発電機内部を体験型の映像で解説 

9  不燃・粗大ごみ選別機 破砕機内部の映像を表示 
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見学者ホール３ 

見学者ホール２ 

見学者ホール１ 
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予備バケット 

エコノマイザ 
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中央制御室 プラットホーム＆可燃ごみピット 

ガスコジェネレーション 

焼却炉室 

蒸気タービン発電機 

蒸気復水器 

灰選別室 
不燃・粗大ごみ選別室 

不燃・粗大ごみピット 灰ピット＆灰クレーン操作室 

１フロアの通路を１周すると（いつでも、だれでも）ごみ処理のしくみが理解できる施設に

なります。 

受付 



工場棟の見学の拠点となる見学者ホール３では、大型映像装置にて、映像をご覧いた

だけます。 

１. 見学者ホール３ 3 

※映像の大きさは変更になります。 

（１）大型映像装置仕様 

 ・55インチ×4台のマルチ画面 

  （110インチ相当） 

 ・映像はデータにてＰＣより放映 

 ・iPadにて映像を 

 

（２）映像  

  ●「ごみのゆくえ（仮）」 

   ・ごみ処理の工程とごみのゆくえを訴求する  

  

 

 

 



2.各コーナーの説明グラフィック 4 

各コーナーの概要を、それぞれのガラス面に工程番号とともに下記の要素を大きく、分

かり易く表示。 

＜説明グラフィック構成要素＞ 

 ①コーナー名称（4ヶ国語（日・英・中・韓）、ルビ（ふりがな）あり） 

 ②工程番号 

 ③見学ルートマップ（マップ内文字は日英、ルビ無し） 

  ・館内の略図と現在位置、自分が今どこにいるのかがわかる 

 ④基本解説文（日・英、ルビあり） 

  ・イラストを見ながら、この解説文を読んだだけで、この工程 

   の役割がおおよそ理解できる。 

 ⑤イラスト（図内の文字は日英、ルビあり） 

  ・今自分が見ている場所と方向 

  ・人間と比較した全体の大きさ感の把握 

  ・主な機器の名前 

  ・この工程のフロー 

 ⑥補助用語（日英、ルビあり） 

  ・この工程の理解に、どうしても必要な単語のみを必要に応じ 

   て簡潔に解説。（1〜3語程度） 



3.Pepper & タブレット（Pepper の配置・ガイド方法） 5 

5 

ホール３ 

ムー･コンシェル（施設コンシェルジュ）の配置と役割 

１）ホール２に受付カウンターを設け、常駐します。 

  通常は、個人見学者へ施設の案内や解説、タブレットの貸

し出しなどを行い、スムーズな見学をサポートします。 

ホール２ 

Pepperの配置と役割 

１）配置は、ホール２に１台、ホール３に１台と想定。 

  見学者を出迎え、施設見学へ促します。 

２）個人の見学者には、その場での１対１の対話を想定。 

  各コーナー展示への誘いや、Q&Aに対応します。 

３）団体見学の際は、案内者とのかけあいで見学者の興味を

喚起します。 

＋ 

Pepperとムー･コンシェルが連携して 

施設案内をサポート。 

Pepperの楽しい会話が見学者の興味・関心を高め、

主体的な見学を促します。 

■ムー・コンシェル 
■受付カウンター 
■タブレット貸し出し 
●Pepper 

 
●Peppe

r 



3.Pepper & タブレット “Pepper”が できること 6 

Pepperが会話をリードしながら、施設やごみ

処理に関することを楽しく教えてくれます。 

 



４. 見学者ホール１ 7 

※壁面は「コミュニティボード」になります。 

見学者ホール１は、コミュニティスペースとして活用します。壁面は、「コミュニティボード」になり、 

市内の最新情報（チラシやポスター）を掲示できるパネル面と60インチのタッチモニタが配置されます。 

「タッチモニタ」 

来館者が、画面に表示されたアイコン 

にタッチすると、コンテンツがスタート 

する。 

（Ａ）クリーンセンターの歴史（年表） 

（Ｂ）ごみのゆくえ（クイズ予定） 

（Ｃ）エコセメントってなんだろう？ 

(クイズ予定） 

（Ｄ）お知らせ 

（クリーンセンター、運営協議会、地域など 

 からのお知らせ）  ※外部入力（PC）あり 

「コミュニティボード」 

⇒運協だよりなど最新情報（チラシやポスター）を 

  掲示できるパネル面 

 

 

 

 



5.見学者ホール２：エネルギーパネル 8 

見学者ホール２では、「ごみ焼却による発電と熱利用」や「ガスコージェネレーション」な
ど、本施設から周辺施設に供給するエネルギーについて映像で解説し、「地域のエネ
ルギー拠点」としてのクリーンセンターの特長を訴求します。 



６. 中央制御室 9 

中央制御室の見学窓には、ごみ処理量や排出ガス、発電量などの数値をガラス面に表

示できるシステムを配置します。 

仕様案 

 ・フィルムリアスクリーン（1.5m角） 

 ・プロジェクター（5000アンシ）1台 

 ・タッチパネル 

 ・PC制御 



７. 焼却炉室 10 

焼却炉室の見学窓には映像モニタを配置して、炉の内部が見える映像を放映します。 

 仕様案 

・LCDタッチモニタ（32インチ）１台 

・SDカードプレーヤー 1セット 

・炉内部の映像（ＣＧ）1〜2分 

 

※映像は、窓から見える視界から

はじまり、炉の内部へ移動。焼却

時の炉の内部が見えるＣＧ映像。 

 

モニタ映像例 



８. 発電機室 11 

発電機室の見学窓には映像モニタを配置して、発電機の内部が見える映像を放映します。 

 仕様案 

 ・LCDタッチモニタ（32インチ）1台 

 ・SDカードプレーヤー 1セット 

 ・発電機内部の映像（ＣＧ）1〜2分 

 

※映像は、窓から見える視界から 

はじまり、発電機の内部へ移動。 

発電時の内部が見えるＣＧ映像。 

モニタ映像例 



９. 不燃・粗大ごみ選別機 12 

選別機内部の破砕の様子が見える映像を放映します。  

 仕様案 

 ・LCDタッチモニタ（32インチ）1台 
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ここに上記モニタを設置します。 


